
 

令和5年度(2023年度)事業報告 

１ 総 括  

第七次水俣・芦北地域振興計画の基本施策１「水俣・芦北地域への『流れ』の拡大」

に基づき、これまで取り組んできた産業振興による地域活性化の流れを更に強化するた

め、当地域の特性を活かした取組みを推進した。 

令和5年度(2023年度)は、環境配慮型農業の推進、和紅茶、マガキ、あさり、林産材

をはじめとする地域産品のブランド力の強化、「くまモンファーム」事業による観光素

材の磨き上げなどを図るとともに、それらの情報発信及び販路拡大を行った。 

また、海外向けの活動を再開し、主に台湾をターゲットとした地域産品の販路拡大や

観光情報発信などを行った。 

 

２ 事 業 内 容  

（１）環境配慮型農業推進事業 

農薬や化学肥料に頼らない環境配慮型の農業を地域全体で実践するため、生産者向

け栽培技術講習会を開催するとともに、環境配慮型農産物の販路開拓を併せて行うこ

とで環境首都にふさわしい食と農の地域ブランドの推進を図った。 

［具体的な取組み］ 

○環境配慮型農産物実証栽培の推進 

・アボカド栽培技術専門家による訪問技術指導 

（講師：ヨネトロピックス代表 米本仁巳 氏）（全10回） 

・環境配慮型農業実践塾の開催 

（講師：(株)グリーングラス代表 道法正徳 氏）（全20回） 

〇環境配慮型農産物の販路開拓 

・熊本みなみのほう物産展＠東京都八王子道の駅滝山（3月20～24日） 

・くまにちすぱいす３０周年感謝祭＠グランメッセ熊本（3月23～24日） 

 

（２）異業種間連携・販路開拓支援事業 

食や健康の分野において、当地域の優れた地域資源の持つ成分、加工技術、保存技

術、地域の伝統文化を活用して、農商工連携・六次産業化による付加価値の高い商品

開発を行うとともに、販売戦略の検討、海外を含めた新たな販路の開拓を行うなど、

新産業の創出を図った。 

［具体的な取組み］ 

○地域産品を活用した新商品開発 

・甘夏やデコポン、一寸空豆、いちご等を利用した菓子類（芦北町） 

・ハモやタチウオ等未利用魚を用いた加工品（水俣市） 

・「岬の御塩」を使用したサイダーのラベルデザイン（芦北町） 

・高品質国産紅茶葉（水俣市） 

○展示商談会出展 

・FABEX東京（4月12～14日） 



 

Mr.Orange（水俣市）、福田農場（水俣市） 

・ウェルネスフードジャパン（8月2～4日） 

Mr.Orange（水俣市）、バイオマスレジン熊本（水俣市） 

・FOODEX JAPAN（3月5～8日） 

エシカルプロダクツ（水俣市）、みなまた茶・みなまた和紅茶 

○地域産品のブランディング・販路開拓 

・地域の産品を使ったジェラートなどのお菓子レシピを開発 

・熊本県水俣・芦北フェア ＠豊洲千客万来（2月26～28日) 

・大手町の森マルシェ ＠大手町タワー（3月6日） 

・配布用サンプル作成（和紅茶ティーバッグ、和紅茶飴、ボールペン） 

○海外向け販路拡大 

・台湾高雄市における展示販売会 ＠漢神アリーナショッピングプラザ 

 （1月31～2月14日) 

○みなまた和紅茶ブランディング 

・高い品質を保つための和紅茶製造実習（8月・10月実施） 

・関東・関西エリアでの和紅茶作り体験会（3ケ所 参加者30人） 

・インフルエンサーによる和紅茶セミナー（11月 参加者30人） 

・地元飲食店等を対象とした和紅茶ソムリエ講座（3ケ所 参加者延べ50人） 

・九州和紅茶サミットinみなまた（11月 参加者約1,000人） 

 

（３）水産物ブランド化支援事業 

地域の特産品になりつつあるマガキの養殖・販路拡大やあさり資源の再生を実施す

るとともに、水産加工品等の販売を強化するため、地域内の加工所、直売所と連携し

て、水産物のブランド化を推進した。併せて、次世代の担い手確保に取り組んだ。 

［具体的な取組み］ 

○マガキの養殖・販路拡大 

・マガキ稚貝購入補助 

・カキ小屋PR広告・宣伝、雑誌への記事掲載 

・先進的な養殖技術視察（大分県佐伯市・中津市、天草市） 

○あさり資源の再生 

・関連資材の購入（被覆網、ゆり目、ジョレン 等） 

・販売支援（管内飲食店等(19店舗)へ試食サンプル提供、のぼり旗作成） 

・生息状況調査（県水産課の協力） 

○アシアカエビ増殖に係る調査 

・視察及び意見交換（徳島県農林水産総合技術支援センター、（株）Kairo） 

○水産物加工所、直売所における加工品等の試作試験 

・加工品の試作、カキ小屋施設整備等 

○担い手育成支援 

・漁師就業フェア出展 ＠大阪会場（2月12日）、東京会場（2月23日） 

 

（４）水俣・芦北観光応援社事業 

地域の農林水産業とくまモンがコラボレーションした新たな着地型旅行商品を創出



 

する「くまモンファーム」事業に引き続き取り組むとともに、海外を含めた情報発信

等を効果的に行うことで、交流人口の最大化を図った。 

［具体的な取組み］ 

○くまモンファーム事業 

・農林水産業の体験等の着地型旅行商品の開発（3商品） 

・地域の農産物とオリジナルノベルティのセットを通信販売（3商品） 

・販売サイトの拡充（海外OTAを含む13サイトで販売） 

○観光うたせ船乗り合い便 

・少人数から体験できる旅行商品を造成・販売（乗船人数：165人） 

・船上弁当の開発（えび庵製作） 

〇海外向け情報発信 ※県観光企画課所管「豪雨被災地観光復興支援事業」を活用 

・「樂吃購(ラーチーゴー)！日本」を活用した記事・動画配信 

・体験型旅行商品（くまモンファーム）を繁体字圏向けに販売 

〇情報発信                                                  

・ＳＮＳを活用した情報発信 

 

（５）地元林産材活用推進事業 

地域の人工林はこれから本格的な伐期を迎え、今後地域材出荷量の増加が見込まれ

るため、この機を逃さず地元林産材の高付加価値化に取り組んだ。 

［具体的な取組み］ 

○地元林産材の高付加価値化 

・水俣・芦北地域木材輸出等促進協議会（通称：木魅会）を核とした地元林産材 

の強度試験、事例視察等 

・「木の家づくりガイドブック」制作 

 

（６）人材育成事業 

幅広い分野で活躍できる技能習得の支援や、地元高校生の就職支援等による雇用創

出を図った。 

［具体的な取組み］ 

○求職者向けスキルアップセミナー 

・技能後継者育成研修受講料の一部助成＜計25名＞ 

玉掛技能、小型移動式クレーン技能、フォークリフト運転技能 等 

・福祉医療関係職員研修受講料の一部助成＜計10名＞ 

介護職員初任者研修、介護福祉士実務者研修、医療事務講座 等 

○デジタル人材育成セミナー 

・再就職のためのパソコン講座 ＜計17名＞（11月6日～11月13日 全6回） 

・テレワーク入門セミナー ＜計34名＞（12月5日） 

・オンラインお仕事講座 ＜計13名＞（1月11日～2月1日 全4回） 

・パワーポイントスキルアップ講座 ＜計16名＞（2月6日～2月27日 全4回） 

○高校生の就職支援 

・就職模擬面接会の実施（8月22・23日） 

水俣高校3年生の就職希望者46名参加（公務員希望者除く） 



 

・地元企業見学会の実施 

芦北高校2年生62名参加（11月7日） 

水俣高校1、2年生65名参加（12月4日） 

・しごと発見塾（2月27日） 

 水俣高校1年生・定時制生徒：140名 

芦北高校2年生：62名 

芦北支援学校：9名参加 

 地元企業等20事業所が参加 

事業所紹介パンフレットを制作し、参加生徒に配布 

○ガストロノミーマネジメントの推進 

＜立命館大学食マネジメント学部＞ 

・地元生産者（からたち）の出張講義（6月16日） 

・水俣・芦北地域におけるフィールドワーク（9月10～12日） 

・イオンモール草津における水俣・芦北地域ＰＲイベント 

＜龍谷大学農学部＞ 

    ・地元生産者（もじょか堂）の出張講義（7月4日） 

    ・水俣・芦北地域におけるフィールドワーク（11月4日～6日） 

  ・学内での和紅茶試飲会（10月28日） 

    ・食のイベントでのみなまた和紅茶ＰＲ 

    ・学内での「和紅茶カフェ」出店 

○事務局経費 

・会計年度任用職員人件費、事務局運営費 

 

（７）被災地域産業再興支援事業 

令和２年７月豪雨により被災した地域の復興を後押しするため、地域産品の消費拡

大、生産者等の収入確保を図った。 

［具体的な取組み］ 

○物産館・道の駅を活用した地域特産品送料応援キャンペーン 

・地域内の物産館・直売所を活用した地域特産品送料無料キャンペーン 


